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勇払平野沿岸域 20 万分の 1 海底地質図説明書

Explanatory notes of 1:200,000 Marine geological map along the coastal zone around 
Yufutsu Plain

要　旨

　「勇払平野沿岸域 20 万分の 1 海底地質図」は，東経

141 度 30 分から東経 142 度，北緯 42 度 10 分～北緯

42 度 40 分の範囲で実施された反射法音波探査に基づ

いて作成した海底地質図である．この海域は北海道中

央南部に広がる勇払平野の沿岸部である．勇払平野の

東側には日高山脈や夕張山地，西側には支笏・洞爺火

山群，胆振山地などの山塊が存在している．対象海域

の海底表層は堆積層で覆われており，それは浸食面を

基準として上位から T1 層，T2 層，T3 層に区分できる．

各層は下部では水平で下位層にオンラップし，上部で

は傾斜してプログラデーションパターンを示す内部構

造を持つ．この構造から，相対的海水準の上昇と下降

に伴って形成されたと解釈できる．採取された試料の

年代測定結果，周辺地質構造との対比の結果，これら

は海洋酸素同位体ステージ (MIS) 7 以降の海水準変動

に伴って形成された堆積層であり，日高舟状海盆層群

H0010 層の上部に対比できる．対象海域中に概ね南北

走向の背斜構造が 2 条認められた．これらの垂直変位

速度は 0.1m/ky のオーダーである．東側の背斜構造は

陸上及び沖合の鵡川沖背斜に連続する．

1.　はじめに

　本地質図「勇払平野沿岸域 20 万分の 1 海底地質図」

は，2012 年に実施された反射法音波探査と海底の地

質試料採取の結果に基づいて作成した海底地質図であ

る．対象海域は勇払平野沖，東経 141 度 30 分から東

経 142 度，北緯 42 度 10 分から北緯 42 度 40 分の陸棚

上であり（第 1 図，第 2 図），海底下 100m 程度までの

第四系の分布と層序，それらの変形構造に関する情報

を提供する．

　本地質図範囲は，石狩低地帯南部の勇払平野南側

の沿岸海域である．同平野の東側には夕張山地や日

高山脈がそびえる（第 1 図）．日高山脈は東北日本弧

と千島弧との始新世以降の衝突テクトニクス（飯島，

1996；宮坂，1987）によって隆起した山脈であり，石

狩低地帯はその西縁に南北に延びる前縁盆地である．

この造構運動に関連し，石狩低地東縁断層帯と呼ば

れる活断層（地震調査研究推進本部地震調査委員会，

2010）が低地帯東部に発達している．この活断層帯は
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少なくとも海岸部までは延長していることが確認され

ている（産業技術総合研究所，2007；地震調査研究推

進本部地震調査委員会，2010）．また，海域沖合にも

衝突テクトニクスに関連した逆断層，背斜が確認され

ている（辻野・井上，2012）．このような構造運動や

断層は陸域から海域まで連続して発達するはずだが，

その接合部である沿岸域の情報が相対的に少なく，連

続性を確認することが容易ではないのが現状である．

　沿岸域は陸上や沖合にくらべ相対的に得られている

地質情報が少ないが，人間活動の盛んな平野に隣接す

るため，防災の面から活断層及び地質情報の整備の必

要性が高い．また，現在の平野から陸棚にかけての沿

岸域では第四紀の環境変動に伴って海進と海退が繰り

返されてきた地域でもある．そのため古環境解析，と

くに海水準変動の復元の面からも重要な地域である．

　本地質図では，沿岸域の地質情報を提供して解説す

ることを目指し，層序と形成年代，構造運動について

記載する．陸棚上の海底下数十 m 程度の構造が主な対

象であるため，第四紀の環境変動，特に氷河性海水準

変動と堆積層形成，海岸線移動履歴の応答性について

も解説する．

2.　データ取得・解析方法

　本地質図の基とした反射法音波探査は 2012 年 8 月 8
日から 8 月 26 日にかけて行った（佐藤，2013）．
　調査測線は対象海域中央付近の海岸線の大局的な延

び方向に平行な西北西—東南東方向と，それに直交す

る北北東—南南西方向に設定した．また，南北方向の

構造が期待されることから，それに直交する東西測線

も 3 本設定した．海岸線に平行な測線には海岸側から

沖に向かって 101 から 113，直交する測線には西から

東に向かって 1 から 11，地下構造に直交する測線に

は 501 から 503 の測線番号を与えた．101 については，

苫小牧東港防波堤を境に二本に分かれており，西を

101a，東を 101b とした．総測線長はおよそ 670km で

ある（第 2 図）．各調査測線は調査工程，海況のため

に複数回に分けて観測を行った場合もあるが，その場

合は重合後の共通反射点の位置を基準につなげ合わせ

て一つのデータとし，一連の断面として扱った．その

場合は潮位や波浪条件が異なるために継ぎ目で深度方

向のずれが生じたり，ノイズレベルが異なっている場

合もある．

　調査仕様は浅海域（測線109以北，水深90m程度まで）

と深海域（測線 110 以南，水深 90 ～ 200m 程度）とで

変えて調査を行った．以下にそれぞれについて記載す

る．浅海用では出力 200Jのブーマーを発振用に用いた．

受波用のストリーマーケーブルのチャネル数は 12，チ

ャネル間隔は 2.5m で発振間隔はチャネル間隔と同一

である．対して深海用ではブーマー出力は 300Jである．

受波用のストリーマーケーブルのチャネル数は 24，チ

ャネル間隔は 3.25m で発振間隔はチャネル間隔と同一

である．サンプリングレートは 0.125msec とした．収

録長は 0.4sec（往復走時，水中音速を 1,500m/sec とす

れば 300m に相当）を基本として水深に合わせて調節

した．

　デジタル信号として受波した信号はオープンソフト

ウェアである Seismic Unix を用いて以下のように処理

を行った．まず直達波のミュート，バンドパスフィル

タリング，ゲイン補償，デコンボリューションを行っ

た．その後，海底面を自動認定し，水深の移動平均を

求めてそこからのずれを除去することで波浪による上

下揺動の除去を行った．そのため短波長の海底の起伏

情報（波長数 m 以下）は残されていない．波浪除去し

た後，速度解析と NMO 補正を行って重合し，再びデ

コンボリューションとバンドパスフィルタリング，ゲ

インの正規化を行った．チャネル間隔である 2.5m（ま

たは 3.25m）でスーパーギャザーを作成して重合数は

12 あるいは 24 とした．処理後のデータは SEG-Y 形式，

位置情報は重合後の共通反射点位置について ASCII 形
式で出力した．バンドパスフィルタの周波数などはブ

ーマーの出力や調査結果ごとのノイズレベルに合わせ

て適宜調整した．

3.　地形・地質

　本地質図の対象海域周辺の地形・地質を陸域と海域

に分けて述べる．

3.1.　陸域の地形・地質

　本地質図の対象海域が隣接している勇払平野は，北

海道中央部に南北に延びる石狩低地帯（長尾，1941）
の南部にあたり，東西約 25km，南北約 20km の平野で

南に面した弧状の海岸線を持つ（第 1 図，第 2 図）．

平野は馬追丘陵，夕張山地，日高山脈からなる東の山

塊と支笏・洞爺火山群，胆振山地からなる西の山塊と

の二つに挟まれている．海岸線を広域な視点から捉え

れば，西の地球岬から北東へ延びる海岸線と，東の襟

裳岬から北西へ延びる海岸線とが “ へ ” の字に交わっ

ており，その屈曲点である東経 141 度 40 分を中心に

勇払平野が位置している．このことから勇払平野及び

その沿岸域は，東の山塊と西の山塊との両方からの影

響が交わる堆積場である，と捉えることができる．ま

た，周辺の河川もその源流から東西の二系統に区分で

きる．一つ目は，東の山塊に源流を持って南西に流れ

る河川で，厚
あ つ ま が わ

真川，入
いりしかべつがわ

鹿別川，鵡
む か わ

川，沙
さ る が わ

流川が挙げら

れる．二つ目は，西の山塊に源流を持って南東に流れ

て直接海に注ぐ河川である．この系統の河川は苫小牧

川，白
しらおいがわ

老川などが挙げられるが，一つ目の系統の河川

と比べると総じて流域面積が小さい．平野中央部を南

流し海に注ぐ安
あ び ら が わ

平川は中間的な河川である．支流であ

る勇払川の源流は西の山塊にあり，本流の源流は夕張



勇払平野沿岸域 20 万分の 1 海底地質図説明書

3

港する際の土砂捨て場である．

4.　海底地質層序

　ブーマーを音源とする反射法音波探査に基づく本地

質図範囲の地層は広域に追跡できる不整合面によって

3 つの音響層序に区分される（第 3 図）．以下に下位か

ら順に解説する．

4.1.　T3 層

　反射断面によって確認できる最下位層であり，下限

は多重反射像が重なるために不明である．上面は浸食

されていることが多い．ほぼ全域で T 2 層に覆われる．

上面深度は背斜の成長による変形が大きいが，全体と

して沖に向かって深くなる傾向を持つ（第 4 図）．鵡

川河口南方沖の背斜軸付近において，上面深度が海面

下 30msec（22.5m）まで隆起している（第 5 図）．また，

苫小牧港南沖の北緯 42 度 30 分，東経 141 度 37 分か

ら南東に延びる線（第 6 図）を境に南西側で上面が海

面下約 170msec（128m）から急激に深くなって本層が

確認できなくなる（第 4 図，第 7 図，第 8 図，第 9 図）．

この時の T 3 層上面の勾配は下記の内部反射面の勾配

と一致する．また，おおよそ北緯 42 度 30 分以北では

多重反射面に隠されてしまい，分布の有無が判断でき

ない．

　内部には南西へ傾斜しプログラデーションパターン

を示す反射面が発達する．その勾配は十～数十分の

一程度である．下限は多重反射のため観察できない

が，他の層と同様に下部では水平な反射面が発達して

いることが一部断面で確認できる（第 10 図）．最上部

10msec（7.5m）では反射面の傾斜が緩やかになる（第

11 図）．

　南西へ傾斜する反射面はデルタのフォーセットであ

り，最上部の傾斜が緩やかな反射面はトップセットで

あると考えられる．これら反射面が発達する本層上部

は海退に伴って形成された堆積体と考えられる．ある

地点より沖側で分布深度が急激に深くなるのは，海退

がその地点で停止したためと解釈できる．

4.2.　T2 層

　本層は T3 層を覆い，本地質図範囲の全域に分布す

る．基底面が隆起している地域では基底面に対してオ

ンラップを示す（第 4 図）．上面は浸食されているこ

とが多い．背斜軸が存在する北緯 42 度 27 分，東経

141 度 47 分付近と北緯 42 度 30 分，東経 141 度 54 分

付近では海底に露出する（第 6 図）．その他の海域で

は T1 層によって不整合に覆われる．本層の層厚は下

位の T3 層の上面深度によって大きく異なる．T3 層上

面が急激に深くなる南西側では厚く，確認できるだけ

でも 100msec（75m）を越えている．北東側ではそれ

に比べて薄い．西ほど厚くなる傾向が認められ，西側

山地と馬追丘陵の間にある．安平川では，これら二つ

の系統の河川が苫小牧市で合流して海に注いでいる．

　勇払平野は安平川河口から沼ノ端を結んだ線を境に

地形形態が異なる．西側では波状地形（金森，1959）
が発達する浜堤列平野になっており，東側では湖沼や

泥炭地が分布する低湿地帯になっている．発達過程に

ついては，ボーリング資料に基づいて池田ほか（1995）
が明らかにしている．最終氷期最盛期以降の海水準上

昇に伴って海進が進み，現在の勇払平野域へ海が浸入

した．約 6,000 年前頃に現在の安平川河口から沼ノ端

にかけて砂州が形成され，その後は海退が進んだ．こ

の時の砂州の位置が平野の地形境界になっている（池

田ほか，1995）．東側の低湿地帯にあるウトナイ湖（水

深約 1.5m）や弁天沼（水深約 2.2m）は，陸化過程で

取り残された湖とされている（海津，2003）．

3.2.　海域の地形

　対象海域は太平洋に面した陸棚であり，陸棚の幅

は 25km 程度，陸棚外縁の水深は 120m 程である（第

2 図）．陸棚は全体的な傾向としてなだらかに南南西に

傾斜しており，海岸線付近ではやや急勾配である．海

岸線は東経 141 度 40 分付近でへの字状に屈曲するが，

陸棚外縁はそれより 10 分ほど西の東経 141 度 30 分付

近に屈曲点を持つ．陸棚外縁部では，陸棚斜面で水深

が 500m 程度まで一気に深くなり，日高舟状海盆（日

高トラフとも呼ばれる）へと繋がる．

　陸棚上の特徴的な地形としては，安平川河口付近

から南東へ向かって直線状に延びる崖地形が挙げら

れる．この崖地形は詳細な地形情報が得られている

範囲で約 20km 延びていることが確認されている（海

上保安庁水路部，1982）．この崖地形の頂部水深は 10
～ 30m で，南東に向かって徐々に深くなる．崖は南

西側が低下し，その落差は場所により変わるものの

最大で 10m 程であるが，北東側は地形勾配がやや緩

く，平坦面を作っている箇所もある（海上保安庁水路

部，1982）．この崖地形は陸上の浜堤列（金森，1959）
のうち 6,000 年前に形成された最奥のもの（池田ほ

か，1995）と分布位置がよく連続している．そのこと

から沈水した砂州の可能性が指摘されている（茂木，

1964）．しかし，本来同じ標高付近で形成されるであ

ろう浜堤及び砂州が，陸上から水深 30m まで一連の

地形として分布するという高度差を説明できる構造運

動は認められていない（池田ほか，1995）．この崖地

形の成因については，現水理営力による砂波帯（池田

ほか，1995），変動地形（地震調査研究推進本部地震

調査委員会，2010）などさまざまな報告がなされてい

る．高分解能の反射法音波探査の結果では，変動地形

ではなくリッジ状の堆積体が崖地形を形作っているこ

とが確認されている（佐藤ほか，2013）．また，北緯

42°34′，東経 141°38′ 付近に周辺より浅い海域があるが

（第 2 図），これは内陸掘込式港湾である苫小牧港を築
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の厚い地点で 60msec（45m）程度である（第 4 図，第

7 図，第 10 図）．

　内部構造は下部，上部，最上部で大きく異なる．下

部では水平な反射面が発達する．上部では南西へ傾斜

し，プログラデーションパターンを示す反射面が発達

する（第 4 図，第 7 図，第 10 図）．上部の反射面の勾

配は数十分の一程度だが，本層の層厚が厚くなる南西

側では十分の一程度まで急になる．南西側の勾配は陸

棚斜面の勾配と一致する．最上部 10msec（7.5m）では

反射面が水平に近くなる（第 11 図）．上面が隆起して

いる地域の近傍では最上部の水平な反射面が浸食され

ている場合が多い．

　T3 層と同様に上部の南西傾斜の反射面はデルタの

フォーセット，最上部の傾斜が緩やかな反射面はトッ

プセットであると考えられる．従って本層上部は海退

に伴って形成された堆積体と考えられる．一方下部は，

オンラップを示し水平な反射面が発達することから，

海進期堆積体と考えられる．

4.3.　T1 層

　本層は最上位層であり，本地質図範囲のほぼ全域に

分布する（第 6 図）．基底面には南南西へ延びるチャ

ネル構造が認められ，大きなものとしては，厚真川河

口沖から延びる幅 1 ～ 2km，深さ 15m 程度のもの，鵡

川河口沖から延びる幅 500m，深さ 10m 程度のものが

挙げられる（第 4 図，第 12 図）．このチャネルは本層

によって埋積されているものの海底面が周囲よりも数

m 低くなっている（第 10 図）．基底面深度は海岸線付

近で海面下 20m 程度であり，沖に向かって深くなり陸

棚外縁では海面下約 120m である．厚さは沖ほど薄い

傾向を示すほか，背斜軸付近で薄くチャネル部では厚

い．チャネル部では最大で 30m に達する（第 12 図）．

チャネル部では反射面は基底面に対してオンラップを

示す．

　内部構造は下部と上部で異なる．下部の反射面は大

部分が水平でやや不連続である．しかし内部反射の形

状は一様ではなく，所々に陸側に傾斜する反射面や浸

食面も認められる（第 7 図）．チャネルの周辺ではと

ころどころ音波散乱層がある（第 5 図）．上部では南

西へと傾斜する反射面が発達する．上部層は海岸付近

において認められ，層厚は 10m 程である（第 7 図，第

13 図）．

　下部はオンラップを示し水平な反射面が発達するこ

とから，海進期堆積体と考えられる．基底部のチャネ

ルは海面低下時の河川の下刻作用によるものと考えら

れる．上部の南西傾斜の反射面は海岸付近にのみ認め

られることから現世のデルタのフォーセットに連続す

るものである．

　茂木（1964）及び海上保安庁水路部（1982）によっ

て崖と記載，議論されてきた地形は，本層に属するリ

ッジ状の堆積体によって構成されている（第 4 図，第

5 図，第 8 図）．堆積体の南西側が急傾斜で落差が大き

いために崖地形を形成し，北西側は緩傾斜であるため

平坦面となっている．仮にこのリッジ状の堆積体が存

在しなければ海底面は概ね滑らかな形状を示す．この

堆積体の下位にリッジ状の地形と整合的な変形や断層

は存在しない（佐藤ほか，2013）．内部反射面の反射

強度が弱く，またリンギングノイズのために，ブーマ

ーによる反射断面では内部構造ははっきりしない．片

山ほか（2014）はこのリッジ状の堆積体を A0-1 層と

して区分し，チャープ波を使った高分解能音波探査で

は場所によって数枚の反射面が確認できるとしてい

る．ブーマーによる記録でも下位層との境界には，多

くの場所で明瞭な反射面が存在する．広域に面的な分

布を持たないこと，現世堆積物へと連続する T1 層の

上位に位置すること，の 2 点から本堆積体を独立した

層序区分ではなく，T1 層に帰属するものとする．

5.　地質時代

　海底で採取された試料の年代値及び陸域の地質層序

と海水準変動との対比から，ここで区分した音響層序

ユニットの地質時代を推定した．T1 層基底（第 12 図）

は，陸上ボーリングコア資料による完新統基底面（小

松原ほか，2014）と標高が良く一致し連続する．厚真

川河口沖から南南西へ延びるチャネルも最終氷期最

盛期に形成された勇払平野地下の古流路（池田ほか，

1995）と幅，深度，位置ともによく一致する．また，

T1 層露出域の海底で採取された試料の放射性炭素年

代測定結果では，古い有機物の混入の可能性がある試

料（C4-1，C5-3）を除けば約 10,000 年より若い年代が

得られている（片山ほか，2014）．以上のことから T1
層は完新統に相当すると考えられる．T2層については，

その分布域の海底において採取された試料 (C9-3) から

4 万年前より古い放射性炭素年代測定結果が得られて

いる（片山ほか，2014）．陸域では T1 層に相当する完

新統の直下に上部更新統の支笏火山噴出物や本郷層が

分布している（小松原ほか，2014）ことがわかっている．

陸域の上部更新統はその分布から海域にも連続してい

ると考えられるため，T2 層はこれら上部更新統相当

層を含むと考えられる．ただし，現状では海岸付近で

の T2 層の基底深度が不明なため，T2 層の下限を陸域

層序に対比することはできない．T3 層については年

代値が得られておらず，陸域層序との対比もできない．

　ここで各層の形成過程を考慮してさらに時代を検討

する．現在の陸棚外縁は T2 層から形成されており，

これは T2 層の形成最終時期の平野面が現在の陸棚を

形作っていることを示している．T2 層が前進堆積し

て現在の陸棚を形成する以前は，T3 層が陸棚を形作

り，T3 層の分布深度が急に深くなる地点が陸棚外縁

だったと考えられる．それぞれの勾配急変点の深度

から，T2 層と T3 層の形成最終時期の相対的海水準は
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当する．なお，IIT 層については，IIT-a 層と IIT-b 層に

細分されている．この二層は斜交層理状の強反射面に

よって区分されている．しかし，同様の強反射面が T2
層中にいくつか存在する．また，二層の間で内部構造

やそこから推察される形成プロセス，外部営力に大き

な変化がない．よって境界としている強反射面は不整

合というよりイベント層である可能性が高い．従って

本地質図ではこの境界を採用せず，T2 層は細分して

いない．また，地質時代に関しては IT 層が完新統，IIT

層と IIIT 層が更新統で IVT 層が新第三系とされており，

本地質図の層序区分と矛盾しない．本地質図での層序

区分は海上保安庁水路部（1982）の層序区分と T2 層

を除いてほぼ類似しているものの，分布域や内部構造

に関する記載が乏しいため，層序区分については踏襲

せずに新しく再定義した．

　辻野・井上（2012）による海底地質図「日高舟状海盆」

では，第四系に h10 面を認定し，それを境に H0010 層

とH1020層に区分している．ほぼ同一位置である辻野・

井上（2012）の測線 1149 と本地質図の測線 7 とで比

較すると，h10 面は浅い地点でも海面下 300msec（225m）

に存在しているのに対し，T2 層と T3 層の境界は海面

下 150msec（112m）程度に存在している（第 8 図）．

そのため，本地質図の全ての層は h10 面より上位の層

に対比される．H1020 層の年代は珪藻化石から 1.7 ～

0.3 Ma とされており，T3 層が MIS 7 ～ MIS 6（0.24 ～

0.13 Ma，年代換算は Martinson et al., 1987 による）で

あると推定したことと整合的である．よって本地質図

における層序区分は，辻野・井上（2012）の日高舟状

海盆層群 H0010 層の上部をさらに細分した構成部層相

当層であるとみなせる．

　地質図範囲が重複している海域内で比較すると，本

地質図範囲の西端に H1020 層が露出するとされてい

る．しかし，該当海域の測線 11 の反射断面（第 9 図）

では T1 層が海底を覆っており，多重反射面が重なっ

てしまう海底下 70msec（52m）以浅は少なくとも T3
層以上の層が確認できるため，H1020 層は露出してい

ない．これに関して辻野・井上（2012）は表層の被覆

層の有無について，記録の分解能に強く依存している

と述べている．彼らが根拠とした反射法音波探査はよ

り深部を対象としているために音源に使用したエアガ

ンの中心周波数は 50Hz 程度（荒井ほか，2009）であり，

水中音速を 1,500m/sec として波長に換算すると 30m で

ある．よって，表層 50m 程度の被覆層は存在したとし

ても検知することは難しく，無視されてしまうために

露出層の差異が発生していると考えられる．

　また，東経 141 度 45 分以西において苫小牧リッジ（中

井，1978；正谷，1979）と呼ばれる地磁気異常帯があり，

音響基盤の高まりが存在するとされている（大澤ほか，

2002）．辻野・井上（2012）では日高舟状海盆内の苫

小牧リッジを横断する反射断面にて H3040 層に対して

上位層がオンラップし，最表層の H0010 層にも若干の

ともに現在よりも 120m 程低かったことがわかる（第

7 図，第 8 図）．第四紀には氷河性海水準変動の存在

が指摘されているが，現在から大きな時間間隙を想

定せずに -120m まで海水準が低下するのは約 2 万年

前の MarineIsotope Stage（海洋同位体ステージ，以下

MIS）2 及び約 15 万年前の MIS 6 である（Pillans et al., 
1998）．これらの海水準低下時期及びそれに至る時期

に T2 層および T3 層が前進堆積したと考えられる．T3
層と T2 層の海退最終時期における相対的海水準がと

もに -120m 程で MIS 6 と MIS 2 のユースタシー（Pillans 
et al., 1998）と同程度であることから，本海域では広

域な隆起，沈降運動はないと考えられる．

　T3 層最上部，T2 層最上部の堆積がそれぞれ MIS 6，
MIS 2 であるとすれば，各層の形成時代は以下のよう

に推定される．T1 層は MIS2（最終氷期）直後の海水

準上昇期から現在の高海水準期に堆積したものと考え

られる．T2 層は MIS 6 直後の海水準上昇期から MIS 5
の高海水準期を経て MIS 2（最終氷期）に至る海水準

低下期であり，T3 層は MIS 8 直後の海水準上昇から

MIS 7 の高海水準期から MIS 6 に至る海水準低下期に

堆積したもの考えられる．この解釈は上述した年代測

定結果，陸域地質との対比と矛盾しない．

　T2 層上部に発達する南西へ傾斜する反射面の中で，

北緯 42 度 32 分，東経 141 度 38 分から南東へ延びる

反射面（第 6 図）はひときわ反射強度が強い（第 7 図，

第 11 図 a）．この反射面がトップラップする海面下深

度は 80msec（60m）である．よって相対的海水準が現

在よりも 60m 低かった時期に形成された反射面と考え

られる．Pillans et al.（1998）によれば，T2 層堆積時で

ある MIS 5 ～ MIS 2 において現在より 60m 海水準が

低かったのは 30 ～ 60ka とされている．本地域の隆起，

沈降が無視できると仮定すれば，この時期に強反射面

が形成されたと考えられる．この時期に強反射面を作

るようなイベントとしては 40 ～ 50ka 頃の支笏火山噴

出物層（許ほか，2001）が考えられる．

6. 　対　比

　本地質図での音響層序区分と周辺海域における既存

研究による層序区分を対比する（第 3 図）．

　海上保安庁水路部（1982）による沿岸域の海の基本

図「苫小牧東部」では，本地質図と同様の反射法音波

探査の結果から，IT 層から IVT 層までの四つの層に区

分している．層序区分について内部構造，層厚，分布

から対比を行ったが，内部構造の類似点について以下

に記述する．IT 層は海域大部分を覆い，水平の内部反

射面を持つ，基底面にチャネルが発達していることか

ら T1 層に相当する．IIT 層は斜交層理状の内部反射面

を持ち，現在の陸棚斜面を構成している点から T2 層

に相当する．IIIT 層は斜交層理上の内部反射面を持ち，

沖合で陸棚外縁状に分布が途切れる点から T3 層に相
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変位が現れていることを認めている．本地質図範囲の

陸棚上では，少なくとも海面下 150msec（112m）以浅

に苫小牧リッジの影響を示唆するような変形は認めら

れない．

7.　地質構造

　この海域の地質構造は，苫小牧東港付近と入鹿別川

河口付近から延びる二条の背斜構造で特徴付けられる

（第 6 図）．

　苫小牧東港沖の背斜（勇払背斜）はほぼ南北に延び

る．各層序境界，特に T3 層上面が明瞭に変形してい

る（第 4 図，第 10 図）ために認定が比較的容易だが，

海岸線から 5 ～ 10km 付近では，T3 層が確認できない

こと，T2 層上面がチャネルによって大きく浸食され

ているため，変形は示唆されるものの背斜軸の詳細な

位置の特定，雁行性の有無の認定は難しい（第 5 図）．

横倉ほか（2014）でも，既往反射法地震探査による深

部構造から整合的な背斜を認定しており，浅部構造で

変形が確認できているものの背斜軸位置の認定が難し

い地点では深部構造から求めた位置に従った．

　軸部では T3 層上面が周囲に比べて 40msec（30m）

程度隆起しており，上位の T2 層は軸部で薄くなって

内部構造に若干の変形が認められる．上位ほど変形量

が小さく変形の累積性が認められる（第 4 図，第 10
図）．従って T3 層堆積時の MIS 6 から T2 層堆積時の

MIS 2 までのおよそ十万年間は少なくとも隆起が継続

しており，本背斜は活構造と考えられる．北部では産

業技術総合研究所（2007）で報告されている二条の背

斜のうち西側のもの，そして陸上の勇払背斜（佐藤ほ

か，1998；伊藤，1999）へと連続する．南部は辻野・

井上（2012）による勇払沖背斜と位置が近いため何ら

かの関連性が考えられるが，こちらは伏在構造である

ため直接連続する同一の構造ではないと考えられる．

変位速度は，初生的に平面だったとみなしうる T3 層

上面が 30m 隆起していることから，0.1m/ky のオーダ

ーになる（佐藤ほか，2013）．勇払背斜の陸域での変

位速度は 0.2 ～ 0.3m/ky と推定されており（小松原ほか，

2014）整合的である．

　入鹿別川河口付近から延びる背斜（鵡川沖背斜）は

南南東に延びる．調査範囲の端であるため，測線 105
より南では西翼のみが観察できる．この背斜も T3 層

を 30m 近く隆起させ，T2 層も変形させている（第 4 図）

ため，変位時期や速度は苫小牧東港沖のものと同様の

活構造と考えられる．横倉ほか（2014）も深部構造か

らこれと同様の背斜構造を認めている．北部は産業技

術総合研究所（2007）で報告されている二条の背斜の

うち東側のものへと連続する．南部については，およ

そ 5km 南に同様の走向を持つ鵡川沖背斜が存在する

（辻野・井上，2012）．二つの背斜の間の 5km の区間で

は地下断面が得られておらず，連続性を直接確認する

ことはできない．しかし，測線 106 から測線 108 にか

けて測線の東端で背斜の西翼部が認められる（第 10図）

ため，この 5km にわたる未調査域にも正確な位置は不

明ながらも背斜が存在しており，鵡川沖背斜と連続し

ていると考えられる．そのため，本背斜については本

地質図でも鵡川沖背斜と呼ぶ．

8.　まとめ

　本地質図範囲の音響層序は，T1 層，T2 層，T3 層の

3 層に区分できる．これら 3 層は日高沖舟状海盆層群

H0010 層（辻野・井上，2012）の上部に相当する．そ

れぞれ内部構造から海進と海退を示している．直接得

られた年代値，海退最終期の上面深度と氷河性海水準

変動との対比から，T1 層は MIS2（最終氷期，約 2 万

年前）直後の海水準上昇期から現在の高海水準期に堆

積したものと考えられる．T2 層は MIS 6（約 15 万年

前）直後の海水準上昇期から MIS 5 の高海水準期を経

て MIS 2（最終氷期）に至る海水準低下期に堆積した．

T3 層は MIS 8 直後の海水準上昇から MIS 7（約 22 万

年前）の高海水準期から MIS 6 に至る海水準低下期に

堆積したもの考えられる．

　陸棚上に北西—南東に延びる崖地形が存在するが，

これは T1 層に発達するリッジ状の堆積体からなって

おり，地下に変形構造が認められない．T1 層基底面

には最終氷期の海面低下期に形成されたと考えられる

南南西に流れるチャネルが存在する．この流路は完全

には埋積されておらず，現在も海底地形に窪みとして

名残を残している．

　概ね南北に延びる背斜構造が二条発達しており，T3
層から T1 層までを累積的に変形させている．どちら

の背斜も石狩低地東縁断層帯南部とされている陸上の

背斜構造へと連続する．東側の背斜は沖側で鵡川沖背

斜へと連続する．T3 層の隆起量は 30m 程で，堆積年

代で割って上下方向の平均変位速度を計算すれば 0.1 
m/ky のオーダーである．

謝辞：本地質図作成のための反射法音波探査実施にあ

たっては，漁業協同組合，自治体をはじめとする現地

の関係機関に便宜を図っていただいき，調査は川崎

地質株式会社に主体となって実施していただいた．産

業技術総合研究所の山口和雄博士，横倉隆伸博士，東

北大学の岡田真介博士には深部構造，地形データの使

用にあたって便宜を図っていただき，解釈についても

多くのご教示をいただいた．産業技術総合研究所の岡

村行信博士，荒井晃作博士には執筆にあたり大変お世

話になった．ここに記して以上の関係者の皆様に深く

感謝いたします．なお，調査は産業技術総合研究の「沿

岸域プロジェクト」の一環として実施したものである．
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第 1 図　勇払平野沿岸域周辺の地形図．赤枠が本地質図の範囲を示す．

Fig. 1      Topographic map around the marine geological map around Yufutsu Plain.    
                Red rectangle represents the boundary of the map.
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第 2 図　反射法音波探査の測線図．赤線は図示した断面の位置を示す．

Fig. 2       Seismic survey lines. Red lines represent the locality of the figures.
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Fig. 3       Stratigraphic correlation in and around the map area.
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Fig. 5       Transverse seismic profi le (Line 105).
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第 6図　勇払平野沿岸域地質図概略．

Fig. 6       The summary of Geological map around the coastal area of the Yufutsu Plain.
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Fig. 9       Longitudinal seismic profi le (Line 11).
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第 11 図　海退期堆積体の内部構造．(a)T2 層上部の反射断面（測線 2）とその解釈図 (b)．(c)T3 層上部の反射断面
　　　　（測線 108）とその解釈図 (d)．
Fig. 11      The internal structures of regressive systems-tracts. (a) Seismic profi le of the upper part of the unit T2 (Line 2) 
                 and   the interpreted profi le (b). (c) Seismic profi le of the upper part of the unit T3 (Line 108) and the interpreted
                 profi le (d).
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第 12 図　T1 層の基底深度（a）と層厚（b）．
Fig. 12       The contour maps of the depth (a) and the thickness (b) of the T1 unit.
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第 13 図　海岸線と平行方向に延びる測線の反射断面 ( 測線 101a)．
Fig. 13       Shore-parallel seismic profi le (Line 101a).
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